○電子書籍の歴史
[bookmark: _GoBack]「電子書籍」と言うと、ついこの間登場して、市場に定着した最新のメディアとしてイメージしがちですが、実際には1990年代の初頭から市場に登場しており、その技術発展と市場の拡大をめぐって試行錯誤が続けられてきた、歴史ある電子コンテンツの一つです。ここでは、その歴史を簡単に振り返ってみましょう。
　今日では電子書籍専門の販売サイトがいくつも立ち上げられ、高機能な専用端末やスマートフォンによっていつでも、どこでも読むことができます。しかし、登場当初の電子書籍は、フロッピーディスクや当時普及が始まっていたCD-ROMに収録されたものを、パソコンあるいは（現在のものより遥かに大きな）専用端末に入れて読む形式のものでした。
当然、パソコン本体や専用端末の性能は現在のものよりずっと低く、ソフトウェアもノウハウが蓄積されていませんでしたので、読みやすさ、使いやすさは紙媒体の「本」と比べてまだまだ劣るものであったことは否定できません。
しかし、電子書籍ならではの利点もありました。たとえば辞書や事典などのコンテンツは、分厚く巨大になりがちな紙の本よりも、CD-ROM1枚（なかには数枚組になるものもありましたが）の電子書籍の方が、所蔵するスペースが少なくてすみます。また、目次のハイパーリンクや文章の検索、動画、音声の再生など、パソコンならではの機能を活かした電子書籍も数多く登場しました。これらは、1990年代初頭に流行った「マルチメディア」コンテンツの一つとして宣伝されることも多かったようです。
やがて、1990年代半ばから後半に入ると、電子書籍の流通媒体としてパソコン通信やインターネットが利用されるようになりました。これらのコンピュータ・ネットワークを利用した電子書籍の流通については、いくつかの出版社や、作家による実験的なものが先行して存在していましたが、残念ながら1990年代後半の時点で大きな成功をおさめたケースはありませんでした。
その理由として、当時、パソコン通信、あるいはインターネット上に書籍や作品を提供した出版社や作家はごく一部で、コンテンツが充実しているとは言い難かった（多くの人を引き付けるサービスとは言えなかった）こと、当時の一般的なインターネット接続環境は速度の遅いダイヤルアップ通信が中心であり、サイズの大きなファイルをダウンロードするのに向いていなかったうえ、インターネット上の決済サービスもそれほど普及していなかったことなどが挙げられます。
　しかし、2000年代以降のインターネットのサービスの拡大と充実、パソコンやモバイル端末などハードウェア面の進化、ソフトウェア面のノウハウの蓄積によって、状況は大きく変わっていきます。また、ユーザーの側も、機器の操作だけでなく、「パソコン（あるいはモバイル端末）の画面上で、長い文章や画像を見る」ということに慣れてきたということもあるでしょう。
電子書籍の普及には、このようにハードウェア、ソフトウェア、サービスだけでなく、私たち「読者」の側の変化があったことも見逃せないポイントだと思います。
